
(57)【要約】

　【課題】

　ＳＦ－３６などによる健康状態の自己点検方法では、

実際の健康状態についての誤認識などによる現状と乖離

した回答により生じる測定、評価結果のずれを判断する

材料がなく、その妥当性や正確性を判断することが困難

である、という課題である。

　【解決手段】

　本発明は上記課題解決のため、所定の健康分類に関す

る質問の回答を指標化したものと、その健康分類につい

ての自身の満足度を指標化したものと、を重ねあった軸

上に記録する元気・健康点検票を提供する。これは指標

化された回答と満足度とを示す点は上記重なった軸にお

いては本来重なり合うべきであるので、その双方の点が

重なり合っていればその回答は現状に合った回答であり

、したがって測定、評価結果は妥当性、正確性がある判

断することができるからである。また、同様の効果を奏

する元気・健康点検装置およびその方法も提供する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
回 答 者 が 自 己 の 健 康 状 態 に つ い て 自 己 点 検 を 行 う た め の 点 検 票 で あ っ て
　 前 記 健 康 状 態 を 評 価 す る た め の 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 に 対 す る 回 答 を 指 標 化 し て 記 録
す る 指 標 化 回 答 記 録 軸 と 、
　 前 記 分 類 項 目 に つ い て の 回 答 者 の 主 観 的 な 満 足 度 を 指 標 化 し て 記 録 す る 指 標 化 満 足 度 記
録 軸 と 、
を 有 し 、 前 記 指 標 化 回 答 記 録 軸 と 、 指 標 化 満 足 度 記 録 軸 と は 、 前 記 各 分 類 項 目 に つ い て 重
な っ た 軸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 元 気 ・ 健 康 点 検 票 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 分 類 項 目 は 、 食 生 活 、 呼 吸 、 睡 眠 、 体 温 調 節 、 運 動 、 心 、 性 、 環 境 の い ず れ か 一 、
ま た は 二 以 上 の 組 み 合 わ せ で あ る 請 求 項 １ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 分 類 項 目 は 、 さ ら に 、 自 己 の 身 体 の 異 常 感 に 関 す る 項 目 を 含 む 請 求 項 ２ に 記 載 の 元
気 ・ 健 康 点 検 票 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 各 軸 は 、 レ ー ダ ー チ ャ ー ト を 構 成 す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 に 記 載 の 元 気 ・
健 康 点 検 票 。
【 請 求 項 ５ 】
回 答 者 が 自 己 の 健 康 状 態 に つ い て 自 己 点 検 を 行 う た め の 自 己 点 検 装 置 で あ っ て 、
　 健 康 状 態 を 評 価 す る た め の 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 に 対 す る 回 答 を 取 得 す る 回 答 取 得 部
と 、
　 前 記 回 答 取 得 部 で 取 得 し た 回 答 を 指 標 化 す る 回 答 指 標 化 部 と 、
　 前 記 分 類 項 目 に つ い て の 回 答 者 の 主 観 的 な 満 足 度 を 取 得 す る 満 足 度 取 得 部 と 、
　 前 記 満 足 度 取 得 部 で 取 得 し た 満 足 度 を 指 標 化 す る 満 足 度 指 標 化 部 と 、
　 前 記 回 答 指 標 化 部 に て 指 標 化 さ れ た 回 答 と 、 前 記 満 足 度 指 標 化 部 に て 指 標 化 さ れ た 満 足
度 と の 類 似 相 関 関 係 を 表 示 す る 類 似 相 関 関 係 表 示 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 類 似 相 関 関 係 が 所 定 の 類 似 範 囲 内 の 関 係 に あ る か に 基 づ い て 、 前 記 自 己 点 検 の 的 確
性 を 判 断 す る 自 己 点 検 的 確 性 判 断 部 と 、
　 を 備 え る 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 質 問 に 対 す る 回 答 、 又 は ／ お よ び 前 記 満 足 度 と 、 前 記 分 類 項 目 に 関 す る 回 答 者 へ の
生 活 行 動 改 善 情 報 と を 関 連 付 け て 保 持 し て い る 生 活 行 動 改 善 情 報 保 持 部 と 、
　 前 記 取 得 し た 質 問 に 対 す る 回 答 、 又 は ／ お よ び 前 記 満 足 度 に 基 づ い て 、 前 記 生 活 行 動 改
善 情 報 保 持 部 か ら 生 活 行 動 改 善 情 報 を 取 得 す る 生 活 行 動 改 善 情 報 取 得 部 と 、
　 を さ ら に 備 え る 請 求 項 ５ 記 載 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 自 己 の 身 体 に 異 常 感 に 関 す る 質 問 に 対 す る 回 答 で あ る 安 心 度 を 取 得 す る 安 心 度 取 得 部 と
、
　 前 記 安 全 度 取 得 部 で 取 得 し た 安 全 度 を 指 標 化 す る 安 心 度 指 標 化 部 と 、
　 を さ ら に 備 え る 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
回 答 者 が 自 己 の 健 康 状 態 に つ い て 自 己 点 検 を 行 う た め の 自 己 点 検 方 法 で あ っ て 、
　 健 康 状 態 を 評 価 す る た め の 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 に 対 す る 回 答 を 取 得 す る 回 答 取 得 ス
テ ッ プ と
　 前 記 回 答 取 得 ス テ ッ プ に て 取 得 し た 回 答 を 指 標 化 す る 回 答 指 標 化 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 分 類 項 目 に つ い て の 回 答 者 の 主 観 的 な 満 足 度 を 取 得 す る 満 足 度 取 得 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 満 足 度 取 得 ス テ ッ プ に て 取 得 し た 満 足 度 を 指 標 化 す る 満 足 度 指 標 化 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 回 答 指 標 化 ス テ ッ プ に て 指 標 化 さ れ た 回 答 と 、 前 記 満 足 度 指 標 化 ス テ ッ プ に て 指 標
化 さ れ た 満 足 度 と の 類 似 相 関 関 係 を 表 示 す る 類 似 相 関 関 係 表 示 ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 類 似 相 関 関 係 が 所 定 の 類 似 範 囲 内 の 関 係 に あ る か に 基 づ い て 、 前 記 自 己 点 検 の 的 確
性 を 判 断 す る 自 己 点 検 的 確 性 判 断 ス テ ッ プ と 、
　 を 備 え る 元 気 ・ 健 康 点 検 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
回 答 者 が 自 己 の 健 康 状 態 に つ い て 自 己 点 検 を 行 う た め の 自 己 点 検 方 法 で あ っ て 、
　 健 康 状 態 を 評 価 す る た め の 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 に 対 す る 回 答 を 取 得 す る 回 答 取 得 ス
テ ッ プ と
　 前 記 回 答 取 得 ス テ ッ プ に て 取 得 し た 回 答 を 指 標 化 す る 回 答 指 標 化 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 分 類 項 目 に つ い て の 回 答 者 の 主 観 的 な 満 足 度 を 取 得 す る 満 足 度 取 得 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 満 足 度 取 得 ス テ ッ プ に て 取 得 し た 満 足 度 を 指 標 化 す る 満 足 度 指 標 化 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 回 答 指 標 化 ス テ ッ プ に て 指 標 化 さ れ た 回 答 と 、 前 記 満 足 度 指 標 化 ス テ ッ プ に て 指 標
化 さ れ た 満 足 度 と の 相 関 関 係 を 表 示 す る 相 関 関 係 表 示 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 類 似 相 関 関 係 が 所 定 の 類 似 範 囲 内 の 関 係 に あ る か に 基 づ い て 、 前 記 自 己 点 検 の 的 確
性 を 判 断 す る 自 己 点 検 的 確 性 判 断 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ス テ ッ プ に て 取 得 し た 質 問 に 対 す る 回 答 、 又 は ／ お よ び 前 記 満 足 度 に 基 づ い て 、 予
め 前 記 質 問 に 対 す る 回 答 、 又 は ／ お よ び 前 記 満 足 度 と 関 連 付 け て 保 持 さ れ て い る 生 活 行 動
改 善 情 報 を 取 得 す る 生 活 行 動 改 善 情 報 取 得 ス テ ッ プ と 、
　 を 備 え る 元 気 ・ 健 康 点 検 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 自 己 の 身 体 に 異 常 感 に 関 す る 質 問 に 対 す る 回 答 で あ る 安 心 度 を 取 得 す る 安 心 度 取 得 ス テ
ッ プ と 、
　 前 記 安 全 度 取 得 ス テ ッ プ に て 取 得 し た 安 全 度 を 指 標 化 す る 安 心 度 指 標 化 ス テ ッ プ と 、
　 を さ ら に 備 え る 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 個 人 の 健 康 状 態 の 評 価 、 測 定 に 際 し 、 そ の 評 価 、 測 定 結 果 の 妥 当 性 や 正 確 性
を 判 断 す る た め の 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ や フ ィ ッ ト ネ ス ク ラ ブ の 施 設 数 、 お よ び ク ラ ブ の 会 員 数 に つ い て
見 て み る と 、 例 え ば 笹 川 ス ポ ー ツ 財 団 が 刊 行 し て い る 「 ス ポ ー ツ 白 書 ２ ０ １ ０ 」 か ら 、 漸
次 増 加 傾 向 を 示 し て い る こ と が 分 か る 。 ま た 株 式 会 社 日 本 マ ー ケ テ ィ ン グ ・ レ ポ ー ト の 公
表 し て い る 「 健 食 ・ サ プ リ メ ン ト 市 場 の 実 態 」 で は 、 健 食 （ 健 康 用 食 品 ） 市 場 の 市 場 規 模
は お お む ね 増 加 傾 向 に あ る 、 と の 報 告 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の こ と は 、 個 人 の レ ベ ル で 健 康 に 気 を 配 り 、 病 気 な ど に か か ら な い よ う 努 め て い る 人
が 増 え て き て い る こ と を 背 景 と し て い る 、 と 考 え ら れ る 。 こ の よ う に 現 在 で は 、 従 来 の 病
気 に な っ て か ら 直 す 、 と い う 対 処 的 な ア プ ロ ー チ か ら 、 病 気 に か か ら な い よ う に す る 、 と
い う 予 防 的 ア プ ロ ー チ に 変 化 し て き て い る 、 と 言 え る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 、 こ の 「 病 気 を 予 防 す る 」 と い う ア プ ロ ー チ に お い て は 、 自 己 の 健 康 状 態 に つ い
て 自 己 点 検 す る こ と に よ っ て 、 現 在 の 自 分 自 身 の 健 康 状 態 や 、 今 ま で の 健 康 状 態 の 履 歴 な
ど を し っ か り と 把 握 す る こ と 、 が 必 要 で あ る 。 そ の た め に 例 え ば 「 Ｓ Ｆ － ３ ６ 」 と 呼 ば れ
る 自 己 の 健 康 状 態 を 点 検 し 、 健 康 状 態 を 測 定 、 評 価 す る た め の 尺 度 が 利 用 さ れ て い る 。 「
Ｓ Ｆ － ３ ６ 」 で は 、 「 あ な た の 健 康 状 態 は ？ 」 「 過 去 一 ヶ 月 の 間 に 、 身 体 の 痛 み を ど の く
ら い 感 じ ま し た か ？ 」 な ど の 質 問 に 回 答 す る こ と で 、 回 答 者 は 統 一 的 な 基 準 に 基 づ い て 健
康 状 態 に つ い て の 自 己 点 検 を 行 う こ と が で き 、 自 身 の 健 康 状 態 を 容 易 に 把 握 す る こ と が で
き る 。 　 　 　 　
【 非 特 許 文 献 １ 】 Ｓ Ｆ － ３ ６ ｖ ２ 日 本 語 版 マ ニ ュ ア ル
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 Ｓ Ｆ － ３ ６ 、 あ る い は そ の 他 の 健 康 に 関 す る 一 般 的 な ア ン ケ ー ト な ど に よ る 健
康 状 態 の 自 己 点 検 方 法 に は 以 下 の よ う な 課 題 が あ る 。 す な わ ち 、 こ れ ら 健 康 状 態 の 自 己 点
検 方 法 で は 、 そ の 測 定 、 評 価 結 果 の 妥 当 性 や 正 確 性 を 判 断 す る 術 が な い 、 あ る い は 困 難 で
あ る 、 と い う 課 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 な ぜ な ら ば 上 記 測 定 、 評 価 を す る た め の 質 問 に 対 す る 回 答 が 現 実 に 合 う 回 答 に な っ て い
な い こ と が あ る か ら で あ る 。 そ の 理 由 と し て は 、 回 答 の 誤 記 入 や 回 答 者 が 質 問 に 対 し て 意
図 的 に あ る い は 無 意 識 的 に 嘘 の 答 え を し た 場 合 の ほ か 、 例 え ば 自 分 で は 心 肺 機 能 が 丈 夫 だ
と 思 っ て い て も 実 際 は 標 準 よ り 弱 い 、 と 言 う 具 合 に 質 問 さ れ て い る 健 康 状 態 に つ い て 回 答
者 自 身 の 認 識 や 意 識 が 誤 っ て い る 場 合 が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 個 人 の 健 康 状 態 の 自 己 点 検 に 際 し て は 、 こ の よ う な 実 際 の 自 己 の 健 康 状 態 と
の 誤 認 識 な ど で 生 じ る 不 正 確 な 回 答 に よ る 測 定 、 評 価 結 果 の ず れ が な い か を 見 極 め 、 測 定
、 評 価 結 果 の 妥 当 性 、 正 確 性 を 保 証 す る 必 要 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 所 定 の 健 康 分 類 に 関 す る 質 問 の 回 答 を 指 標 化 し
た も の と 、 そ の 健 康 分 類 に つ い て の 自 身 の 満 足 度 を 指 標 化 し た も の と 、 を 重 ね あ っ た 軸 上
に 記 録 す る 元 気 ・ 健 康 点 検 票 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 回 答 者 が 健 康 状 態 の 自 己 点 検 を 行 う た め の 点 検 票 で あ っ て 、 質 問 に 対 す る
回 答 を 指 標 化 し て 記 録 す る 指 標 化 回 答 記 録 軸 と 、 回 答 者 が 例 え ば 回 答 を 見 な が ら 満 足 度 を
主 観 的 に 指 標 化 し て 記 録 す る 指 標 化 満 足 度 記 録 軸 と 、 を 有 し 、 前 記 指 標 化 回 答 記 録 軸 と 指
標 化 満 足 度 記 録 軸 と は 重 な っ た 軸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 元 気 ・ 健 康 点 検 票 を 提 供 す る 。
こ の 指 標 化 さ れ た 回 答 と 満 足 度 と を 示 す 点 は 、 上 記 の よ う に 重 な っ た 軸 に お い て は 本 来 重
な り 合 う べ き で あ る 。 し た が っ て 、 そ の 双 方 の 点 が 重 な り 合 っ て い れ ば そ の 回 答 は 現 状 に
合 っ た 回 答 で あ り 、 し た が っ て 測 定 、 評 価 結 果 は 妥 当 性 、 正 確 性 が あ る と 判 断 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 痛 み な ど 自 己 の 身 体 に 異 常 感 に 関 す る 質 問 項 目 に 対 す る 回 答 を 指 標 化
し 記 録 す る 記 録 軸 を さ ら に 有 す る 元 気 ・ 健 康 点 検 票 も 提 供 す る 。 こ れ は 、 前 記 の 満 足 度 を
指 標 化 し た も の が 健 康 状 態 に つ い て の 自 己 評 価 を 与 え る も の で あ る の に 対 し 、 前 記 異 常 感
の 質 問 に 対 す る 回 答 を 指 標 化 し た も の は 非 健 康 状 態 に つ い て の 自 己 評 価 を 提 供 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 元 気 ・ 健 康 点 検 票 と 同 様 の 効 果 の 効 果 を 有 す る 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 も 提 供 す
る 。 具 体 的 に は 、 回 答 者 が 自 己 の 健 康 状 態 に つ い て 自 己 点 検 を 行 う た め の 自 己 点 検 装 置 で
あ っ て 、
回 答 を 取 得 す る 回 答 取 得 部 と 、 そ の 回 答 を 指 標 化 す る 回 答 指 標 化 部 と 、 回 答 者 の 主 観 的 な
満 足 度 を 取 得 す る 満 足 度 取 得 部 と 、 そ の 満 足 度 を 指 標 化 す る 満 足 度 指 標 化 部 と 、 指 標 化 さ
れ た 回 答 と 指 標 化 さ れ た 満 足 度 と の 類 似 相 関 関 係 を 表 示 す る 類 似 相 関 関 係 表 示 部 と 、 類 似
相 関 関 係 に 基 づ い て 自 己 点 検 の 的 確 性 を 判 断 す る 自 己 点 検 的 確 性 判 断 部 と 、 を 備 え る 元 気
・ 健 康 点 検 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 と 同 様 の 効 果 の 効 果 を 有 す る 元 気 ・ 健 康 点 検 方 法 も 提 供
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 以 上 の よ う な 元 気 ・ 健 康 点 検 票 、 ま た は 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 や そ の 方 法 に よ っ て 、 回 答
者 は 、 信 憑 性 を 保 っ て 回 答 を す る こ と が で き た か 、 す な わ ち 自 身 の 健 康 状 態 に つ い て ど の
程 度 正 確 に 認 識 し て い る か 、 に つ い て も 知 る こ と が で き る 。 ま た 、 自 身 の 健 康 状 態 に つ い
て の 自 己 点 検 結 果 の 妥 当 性 、 正 確 性 を 容 易 に 判 断 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 に 、 図 を 用 い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は こ れ ら 実 施 の 形 態
に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 な る 態 様 で 実
施 し う る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 実 施 例 １ は 、 主 に 請 求 項 １ ， ２ ， ４ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 実 施 例 ２ は 、 主 に 請 求 項 ３ ， ４ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 実 施 例 ３ は 、 主 に 請 求 項 ５ ， ８ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 実 施 例 ４ は 、 主 に 請 求 項 ６ ， ７ ， ９ ， １ ０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ≪ 実 施 例 １ ≫
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 <概 要 >
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す の は 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 の 一 例 を 表 す 図 で あ る 。 こ の 図 に あ る よ
う に 元 気 ・ 健 康 点 検 票 は 、 例 え ば ８ つ の 軸 か ら な る レ ー ダ ー チ ャ ー ト で あ る 。 回 答 者 の 食
生 活 に 関 す る 質 問 （ 図 ３ に 例 示 ） の 回 答 を 指 標 化 し 合 計 し た も の の 平 均 点 を 示 す の が 黒 円
（ ０ １ ０ １ ） で あ る 。 一 方 、 回 答 者 自 身 の 食 生 活 に つ い て の 満 足 度 を ５ 段 階 の 得 点 で 指 標
化 し た も の を 示 す の が 黒 星 （ ０ １ ０ ２ ） で あ る 。 そ し て そ の 双 方 が レ ー ダ ー チ ャ ー ト の 所
定 の 軸 （ ０ １ ０ ３ ） 上 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う に 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 で は 、
質 問 の 回 答 を 指 標 化 し た も の と 満 足 度 を 指 標 化 し た も の と が 同 軸 上 に 配 置 さ れ る の で 、 そ
の 位 置 関 係 を 容 易 に 把 握 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 例 え ば 質 問 項 目 に 対 す る 自 己 の 回 答
を 見 て の 判 断 結 果 と し て 満 足 度 を 評 価 す る よ う に と の 指 示 が な さ れ て い る こ と 、 か ら 言 え
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て そ の 位 置 関 係 が 近 い 場 合 、 こ の 回 答 者 の 食 生 活 に 関 し て の 質 問 に 対 す る 回 答 は 信
憑 性 が あ り （ す な わ ち 回 答 者 の 認 識 と 健 康 状 態 の 実 際 の 状 況 と の 乖 離 が 少 な く ） 、 測 定 結
果 で あ る 合 計 点 の 妥 当 性 、 正 確 性 は か な り 高 い 、 と 判 断 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 本 図
で 例 示 し て い る レ ー ダ ー チ ャ ー ト は 、 そ の 息 （ 呼 吸 ） の 軸 上 で は 合 計 点 と 満 足 度 の 指 標 と
が 位 置 的 に 離 れ て 配 置 さ れ て い る こ と か ら 、 こ の 回 答 者 の 呼 吸 に 関 し て の 質 問 に 対 す る 回
答 は 信 憑 性 が 乏 し く 、 そ の 測 定 結 果 の 妥 当 性 、 正 確 性 は あ ま り 高 く な い 、 と 判 断 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 <構 成 >
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ に 示 す の は 、 本 実 施 例 に お け る 元 気 ・ 健 康 点 検 票 の 構 成 の 一 例 に つ い て 説 明 す る た
め の 図 で あ る 。 こ の 図 に あ る よ う に 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 は 、 例 え ば 食 （ 食 生 活
） と 息 （ 呼 吸 ） に つ い て そ れ ぞ れ に 記 録 す る た め の 指 標 化 回 答 記 録 軸 （ ０ ２ ０ １ ａ と ０ ２
０ １ ｂ ） と 、 食 と 息 に つ い て そ れ ぞ れ に 記 録 す る た め の 指 標 化 満 足 度 記 録 軸 （ ０ ２ ０ ２ ａ
と ０ ２ ０ ２ ｂ ） と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 で は 、 例 え ば こ の 食 に つ い て の 指 標 化 回 答 記 録 軸 （ ０ ２ ０ １ ａ ） と 食 に つ
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い て の 指 標 化 満 足 度 記 録 軸 （ ０ ２ ０ ２ ａ ） と 、 息 に つ い て の 指 標 化 回 答 記 録 軸 （ ０ ２ ０ １
ｂ ） と 息 に つ い て の 指 標 化 満 足 度 記 録 軸 （ ０ ２ ０ ２ ｂ ） と 、 が そ れ ぞ れ 「 重 な っ た 軸 で あ
る こ と 」 を 特 徴 し て い る 。 し か し 、 図 ２ ほ か で は 説 明 を 分 か り や す く す る た め に 、 必 要 に
応 じ て あ え て 重 な っ た 軸 を 分 離 し て 表 記 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 図 で は 説 明 を 分 か り や す く す る た め に 回 答 お よ び 満 足 度 を 指 標 化 し て 記 録 す る
軸 を 食 と 息 に つ い て の ２ つ と し た が 、 も ち ろ ん 軸 の 数 は そ れ に は 限 ら れ な い 。 概 要 で 例 示
し た よ う な ８ 本 や そ れ 以 上 で あ っ て も 良 い し 、 特 定 の 軸 １ 本 の み で も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 （ 分 類 項 目 、 お よ び 質 問 に つ い て ）
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 「 指 標 化 回 答 記 録 軸 」 （ ０ ２ ０ １ ） は 、 健 康 状 態 を 評 価 す る た め の 分 類 項 目 に 関 連 し た
質 問 に 対 す る 回 答 を 指 標 化 し て 記 録 す る た め の 軸 で あ る 。 「 健 康 状 態 を 評 価 す る た め の 分
類 項 目 」 と は 、 健 康 状 態 に つ い て 自 己 点 検 を 行 う た め に 、 健 康 状 態 に 影 響 を 及 ぼ す と 思 わ
れ る 人 間 の 生 活 行 動 や 生 活 環 境 、 心 的 要 因 な ど を 分 類 し た 項 目 を い う 。 例 え ば 、 「 食 生 活
」 、 「 呼 吸 」 、 「 睡 眠 」 、 「 体 温 調 節 」 、 「 運 動 」 、 「 心 」 、 「 性 」 、 「 環 境 」 な ど が 挙
げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 従 来 は 、 健 康 と は 「 病 気 で は な い 状 態 」 を 指 し て い た が 、 最 近 で は Ｑ Ｏ Ｌ （ ク オ リ テ ィ
・ オ ブ ・ ラ イ フ ） な ど と 言 わ れ る よ う に 、 質 そ の も の を 重 要 視 す る よ う に な っ て き て い る
。 言 い 換 え れ ば 、 医 療 に お い て 、 病 気 を 治 療 し て 「 病 気 で は な い 状 態 」 に す る こ と の み な
ら ず 、 そ の 後 の 生 活 に お い て 健 康 の 質 と し て 満 足 や 快 適 性 な ど を 回 復 、 あ る い は 促 進 す る
手 助 け が 求 め ら れ て い る 。 し た が っ て 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 で は 、 健 康 の 質 を 積
極 的 に 維 持 、 増 進 す る よ う な 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 が 設 け ら れ て い る こ と が 望 ま し い 。
な ぜ な ら ば 、 健 康 概 念 は 万 人 に 共 通 し た も の は 無 い が 、 健 康 に 影 響 の あ る 生 活 行 動 は 万 人
に 共 通 し て お り 回 答 者 は そ の よ う な 質 問 に 回 答 す る こ と で 、 そ の よ う な 生 活 活 動 を 学 ぶ こ
と も で き る か ら で あ る 。 そ し て 、 そ の 学 ん だ 生 活 行 動 を 取 り 続 け れ ば 、 少 な く と も 生 活 習
慣 病 の 危 険 性 か ら は 遠 ざ か る と こ と が で き る 、 と い う 意 味 で 回 答 者 は 自 身 の 「 健 康 状 態 」
に つ い て の 認 識 度 合 い を 知 る こ と が 出 来 る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 「 質 問 」 と は 、 前 記 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 に 関 す る 質 問 を い う 。 こ こ で 、 こ の 分 類 項
目 が 「 食 生 活 」 で あ れ ば 、 そ の 質 問 と し て は 、 例 え ば 、 そ の 食 事 内 容 や 食 事 を 取 る 回 数 、
量 、 時 間 帯 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て こ の 食 事 内 容 や 食 事 を 取 る 回 数 、 量 、 時 間 帯 な ど は 、 生 活 習 慣 病 な ど を 引 き 起 こ
す 原 因 と な る 危 険 性 が あ る こ と は 当 然 で あ る が 、 一 方 、 本 人 が 意 識 し て 行 動 を 取 れ ば 、 そ
の 危 険 性 か ら 回 避 さ れ る と い う 意 味 に お い て 健 康 に 寄 与 す る 可 能 性 が 高 い 生 活 行 動 で あ る
。 し た が っ て 、 食 事 の 回 数 や 量 、 時 間 帯 に 関 す る 質 問 に 対 す る 回 答 を 見 た と き 、 回 答 者 の
生 活 習 慣 病 発 生 の 危 険 度 を 評 価 す る こ と が で き る 。 そ し て 後 述 す る よ う に 、 こ の 回 答 を 指
標 化 し た も の と 、 後 述 の 満 足 度 を 指 標 化 し た も の と を 比 較 す る こ と に よ っ て そ の 危 険 度 の
評 価 の 妥 当 性 、 正 確 性 を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 （ 食 生 活 や 呼 吸 に 関 す る 質 問 例 ）
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ に 示 す の は 、 こ の 「 健 康 状 態 を 評 価 す る た め 分 類 項 目 」 で あ る 食 生 活 に 関 連 す る 質
問 例 で あ る 。 こ の 図 に あ る よ う に 、 例 え ば 「 １ ． 食 事 は ゆ っ く り 食 べ て い る 」 「 ２ ． 朝 、
昼 、 晩 を ３ 食 し っ か り 食 べ る 」 「 ３ ． 食 材 は 栄 養 や 安 全 を 吟 味 し て い る 」 と い う 「 食 （ 食
生 活 ） 」 に 関 す る 質 問 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 食 生 活 に 関 す る そ の 他 の 質 問 例 と し て は 、 「 季 節 感 の あ る 食 材 や 料 理 を 食 べ て い

10

20

30

40

50

(6) JP 2006-263114 A 2006.10.5



ま す 」 、 「 毎 回 で き る だ け 、 穀 物 、 豆 、 魚 、 肉 、 卵 、 乳 製 品 、 海 草 、 野 菜 、 果 物 な ど を 組
み 合 わ せ て バ ラ ン ス の 良 い 食 事 を し て い ま す 」 、 「 毎 回 の 食 事 は 腹 八 分 目 を 心 が け て い ま
す 」 、 「 唾 液 が 十 分 出 る ま で 良 く 噛 ん で 食 べ て い ま す 」 、 「 排 尿 は 気 持 ち よ く す る こ と が
で き ま す 」 、 「 夜 食 や 間 食 は 控 え る よ う に し て い ま す 」 、 「 食 欲 が あ り 、 食 事 は い つ も お
い し く 感 じ て い ま す 」 、 「 塩 辛 い も の や 脂 っ こ い 食 品 を 控 え て い ま す 」 、 「 食 間 に お な か
が す い た ら お 茶 や 水 を 飲 み ま す 」 、 「 便 秘 や 下 痢 を す る こ と は あ り ま せ ん 」 、 「 便 通 は 毎
日 、 ほ ぼ 一 定 の 時 間 に あ り ま す 」 、 「 お 酒 を 飲 み す ぎ る こ と は あ り ま せ ん 」 と 言 っ た 具 合
の 質 問 例 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 図 ３ に 同 様 に 示 す よ う に 、 「 健 康 状 態 を 評 価 す る た め 分 類 項 目 」 で あ る 呼 吸 に 関
連 す る 質 問 例 と し て 、 「 意 識 的 に 深 呼 吸 す る 習 慣 が あ る 」 、 「 タ バ コ は 吸 い ま せ ん 」 、 「
日 頃 、 早 朝 な ど 、 お い し い 空 気 を 吸 っ て い ま す 」 、 と い う 質 問 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら
は 、 本 人 が 行 動 し よ う と す れ ば 、 実 行 可 能 な 生 活 行 動 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 呼 吸 に 関 す る そ の 他 の 質 問 例 と し て は 、 「 意 識 せ ず に 自 然 に 呼 吸 が で き ま す 」 、 「 日 常
的 に 咳 や 痰 は 出 ま せ ん 」 、 「 睡 眠 中 い び き を か く こ と は あ り ま せ ん 」 、 「 意 識 的 に 時 々 深
呼 吸 を す る 習 慣 が あ り ま す 」 な ど の 質 問 も 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら は 、 本 人 が 意 識 的 に 行 動 し
よ う と し て も 出 来 る こ と で は な い が 、 呼 吸 機 能 と し て は 望 ま し い こ と で あ る 、 と 言 え る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 上 記 の よ う な 質 問 例 は 、 医 学 的 観 点 な ど に 基 づ い た も の で 、 健 康 の 維 持 、 増 進 を
図 る た め に 必 要 な 生 活 行 動 な ど を し め す も の 、 を 質 問 例 と し て 作 成 し 、 回 答 さ せ る こ と が
望 ま し い 。 回 答 者 は こ の よ う な 質 問 に 回 答 す る こ と で 、 例 え ば 健 康 状 態 に 良 い 、 ま た は 悪
い 影 響 を 及 ぼ す と 思 わ れ る 人 間 の 生 活 行 動 な ど を 自 然 と 知 る こ と が で き る 。 ま た 、 そ の よ
う な 生 活 行 動 な ど を 今 後 は 心 が け て 実 践 す る ／ し な い 、 こ と な ど の イ ン セ ン テ ィ ブ に も な
り 得 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 （ 質 問 に 対 す る 回 答 ）
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 そ し て 、 回 答 者 は こ の よ う な 質 問 に 対 し て 、 例 え ば 図 で 示 す よ う に 、 ５ 段 階 の 実 践 、 意
識 レ ベ ル の 中 か ら 自 身 が 該 当 す る と 思 う レ ベ ル を 選 択 し 回 答 と す る 、 と 言 う 具 合 で あ る 。
も ち ろ ん 、 回 答 は １ ０ ０ 点 満 点 中 の 点 数 付 け や キ ー ワ ー ド 、 あ る い は フ リ ー ス タ イ ル の 文
章 の 記 入 に よ る 回 答 方 式 で あ っ て も 構 わ な い 。 た だ し 、 後 述 す る 回 答 の 指 標 化 の た め に キ
ー ワ ー ド や フ リ ー ス タ イ ル の 文 章 に よ る 回 答 の 場 合 、 キ ー ワ ー ド な ど ご と に 数 値 化 す る た
め の テ ー ブ ル な ど を 予 め 用 意 し て お く 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 （ 質 問 に 対 す る 回 答 の 指 標 化 ）
【 ０ ０ ４ １ 】
　 「 質 問 に 対 す る 回 答 の 指 標 化 」 と は 、 質 問 に 対 し て な さ れ た 回 答 を 数 値 化 す る こ と を い
い 、 そ れ に よ り 後 述 す る 満 足 度 と の 比 較 が 可 能 に な る 。 こ の 指 標 化 は 、 例 え ば 質 問 の 回 答
が 「 Ｙ ｅ ｓ 」 「 Ｎ ｏ 」 や 「 当 て は ま る 」 「 ど ち ら で も な い 」 「 あ て は ま ら な い 」 な ど の 択
一 式 回 答 で あ れ ば 、 「 Ｙ ｅ ｓ ＝ １ 点 」 、 「 Ｎ ｏ ＝ ０ 点 」 と い う 具 合 に そ れ ぞ れ の 回 答 ご と
に 点 数 を 予 め 設 定 し て お く 。 そ し て 回 答 の 合 計 点 や 、 全 体 得 点 に 対 す る 合 計 点 の 割 合 、 あ
る い は 平 均 を そ の 指 標 と す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ に 示 す の は 、 こ の 回 答 の 指 標 化 の 一 例 に つ い て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ３ に あ
る よ う に 、 分 類 項 目 で あ る 食 生 活 （ 食 ） に 関 す る 質 問 と し て 「 １ ． 食 事 は ゆ っ く り 楽 し ん
で 食 べ て い る 」 、 「 ２ ． 朝 、 昼 、 晩 を 三 食 し っ か り 食 べ る 」 、 「 ３ ． 食 材 は 栄 養 や 安 全 を
吟 味 し て い る 」 と い う 質 問 が 出 題 さ れ て い る 。 こ れ ら の 質 問 に 対 し 回 答 者 は 、 図 ４ に 示 す
よ う に 「 １ ． 全 く そ の 通 り （ ５ ） 」 、 「 ２ ． 全 く そ の 通 り （ ５ ） 」 、 「 ３ ． ど ち ら か と 言
え ば そ の 通 り （ ３ ） 」 と い う 回 答 を 行 っ た 。 本 例 で は 、 そ れ ぞ れ の 回 答 に 応 じ て （ ） 内 に
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示 す 数 値 が そ の 回 答 の 点 数 と し て 定 め ら れ て い る 。 そ し て こ れ ら の 得 点 の 平 均 点 を 算 出 す
る こ と で 、 食 生 活 に 関 す る 回 答 の 指 標 と し て 「 ４ ． ３ 」 と い う 値 が 算 出 さ れ る 。 ま た 、 分
類 項 目 で あ る 呼 吸 （ 息 ） に 関 す る 質 問 と し て 「 １ ． 意 識 的 に 深 呼 吸 す る 習 慣 が あ る 」 と い
う 質 問 が 出 題 さ れ 、 そ の 回 答 が 「 ほ ぼ そ の 通 り （ ４ ） 」 で あ る 場 合 、 呼 吸 に 関 す る 回 答 の
指 標 と し て 、 そ の 得 点 「 ４ ． ０ 」 と い う 値 が 算 出 さ れ る 、 と い う 具 合 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 あ る い は 回 答 が フ リ ー ス タ イ ル の 記 述 形 式 で あ る な ら ば 、 予 め キ ー ワ ー ド と そ の 得 点 を
定 め て お き 、 キ ー ワ ー ド の 出 現 率 に 応 じ て 累 計 点 を 算 出 し 、 そ の 点 数 を 指 標 と し て も 良 い
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 指 標 化 に は 重 み 付 け で そ れ ぞ れ の 質 問 に 異 な る 指 標 化 関 数 が 与 え ら れ て い て も 良
い 。 例 え ば 上 記 食 事 に 関 す る 質 問 の う ち 、 「 朝 、 昼 、 晩 の ３ 食 し っ か り 食 べ る こ と 」 の ほ
う が 「 食 事 を ゆ っ く り 楽 し ん で 食 べ る こ と 」 よ り も 健 康 に 対 す る 影 響 が 大 き い 場 合 、 前 者
の 回 答 の 得 点 を ２ 倍 と し て 計 算 し 、 指 標 を 算 出 す る 、 と い う 具 合 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 （ 指 標 化 回 答 記 録 軸 へ の 記 録 ）
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ５ に 示 す の は 、 上 記 の よ う に し て 算 出 さ れ た 指 標 が 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 の
指 標 化 回 答 記 録 軸 に 記 録 さ れ た 様 子 の 一 例 を 表 す 図 で あ る 。 こ の 図 に あ る よ う に 分 類 項 目
で あ る 食 事 （ 食 ） と 呼 吸 （ 息 ） の そ れ ぞ れ の 指 標 化 回 答 記 録 軸 上 の 該 当 す る 地 点 に 、 上 記
の よ う に 算 出 さ れ た 指 標 が そ れ ぞ れ プ ロ ッ ト さ れ て い る 。 な お 、 こ の 値 は 必 ず し も 整 数 値
と は 限 ら な い 。 そ し て 、 こ の 各 分 類 項 目 の 回 答 の 指 標 が 該 当 位 置 に プ ロ ッ ト さ れ 記 録 さ れ
た 指 標 化 回 答 記 録 軸 が 、 次 に 説 明 す る 「 満 足 度 」 を 指 標 化 し た も の を 記 録 し た 指 標 化 満 足
度 記 録 軸 と 比 較 さ れ る こ と に よ り 、 自 己 点 検 の 評 価 結 果 の 妥 当 性 、 正 確 性 を 判 断 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 （ 満 足 度 に つ い て ）
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 「 満 足 度 」 と は 、 前 記 分 類 項 目 に つ い て の 回 答 者 の 主 観 的 な 満 足 感 を 示 す 度 合 い を い い
、 例 え ば 、 「 全 体 と し て 食 の 現 状 に 満 足 し て い る か 」 と い う 質 問 に 対 す る 回 答 に よ っ て 示
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ こ で 、 こ の 満 足 度 に 関 し て 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 分 類 項 目 の 質 問 の 最 後 に 「
７ ． 全 体 と し て 食 の 現 状 に 満 足 か ？ 」 、 「 ７ ． 全 体 と し て 呼 吸 の 現 状 に 満 足 か ？ 」 、 と い
う 具 合 の 回 答 者 の 満 足 度 を 問 う 質 問 を 用 意 す る 。 そ し て 、 こ の 満 足 度 に 関 す る 回 答 に つ い
て は そ れ 以 前 の 質 問 に 対 す る 回 答 と 照 ら し 合 わ せ た う え で 回 答 す る よ う に 要 請 す る と よ い
。 つ ま り 健 康 の 維 持 、 増 進 に 寄 与 す る 生 活 行 動 に 関 す る 質 問 の 後 に 、 そ れ を 踏 ま え た 上 で
の 主 観 的 な 満 足 度 の 質 問 と い う 流 れ に す る 。 す る と 、 前 段 の 質 問 に 対 す る 回 答 は 生 活 行 動
に 関 す る 先 入 観 な ど の な い 状 態 で の 回 答 と な り 、 最 後 の 満 足 度 の 回 答 は 生 活 行 動 な ど を 意
識 し た 状 態 で の 回 答 、 と な る 。 し た が っ て 前 段 の 回 答 と 最 後 の 満 足 度 の 回 答 と の 相 関 関 係
か ら 、 そ の 回 答 の 信 憑 性 の 度 合 い を 明 確 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 こ の よ う に 質 問 の 最 後 で 満 足 度 を 「 宣 言 」 さ せ る こ と に よ り 、 回 答 者 に 前 の 質 問
で 示 さ れ る 健 康 状 態 に 寄 与 す る 生 活 行 動 に つ い て の 意 識 を よ り 強 く す る こ と が で き る 効 果
も 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 　 （ 満 足 度 の 指 標 化 と 指 標 化 満 足 度 記 録 軸 へ の 記 録 ）
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ に 示 す の は 、 こ の 満 足 度 の 指 標 化 お よ び 記 録 軸 へ の 記 録 の 一 例 に つ い て 説 明 す る た
め の 図 で あ る 。 ま ず 、 こ の 図 （ ａ ） に あ る よ う に 、 「 全 体 的 に 食 の 現 状 に つ い て 満 足 か 」
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と い う 満 足 度 を 問 う 質 問 に ５ 段 階 評 価 で 「 ほ ぼ そ の 通 り （ ４ ） 」 と 回 答 （ 図 ３ 参 照 ） し た
。 そ の 場 合 、 指 標 化 と し て そ の 回 答 に 設 定 さ れ た 指 標 化 用 の 点 数 「 ４ 」 と い う 数 値 が 算 出
さ れ る 。 ま た 同 様 に 息 に 関 し て の 満 足 度 に つ い て も 「 ど ち ら と も 言 え な い が そ の 通 り （ ３
） 」 と い う 満 足 度 の 回 答 か ら 指 標 「 ３ 」 と い う 数 値 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ し て 、 そ の 指 標 化 さ れ た 数 値 が 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 指 標 化 満 足 度 記 録 軸 の 該 当
す る 点 に プ ロ ッ ト さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 満 足 度 の 指 標 化 は 、 こ の よ う な 択 一 式 の 質 問 に 割 り 当 て ら れ た 点 数 か ら 算 出 す る
以 外 に 、 食 の 現 状 に 対 す る 満 足 度 は １ ０ ０ 満 点 中 何 点 か 、 と 言 う 具 合 の 質 問 で 答 え さ せ そ
の 数 値 を そ の ま ま 指 標 化 さ れ た 満 足 度 と し た り 、 フ リ ー ス タ イ ル の 記 述 か ら 予 め 得 点 が 付
さ れ て い る キ ー ワ ー ド を 抽 出 し 、 そ の 得 点 合 計 を 指 標 化 さ れ た 満 足 度 と し た り す る 方 法 な
ど が 挙 げ ら れ る 。 た だ し 、 前 述 の 通 り こ の 満 足 度 は 回 答 を 指 標 化 し た も の と 比 較 さ れ る の
で 、 そ の 指 標 化 に 際 し て は 回 答 と 同 様 の 基 準 に て 指 標 化 さ れ る 必 要 が あ る こ と は 言 う ま で
も な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 　 （ 重 な っ た 軸 ）
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ７ に 示 す の は 、 指 標 化 回 答 記 録 軸 と 指 標 化 満 足 度 記 録 軸 と が 前 記 各 分 類 項 目 に つ い て
重 な っ た 軸 で あ る こ と の 一 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 こ の 図 （ ａ ） で 示 す よ う に 、 質
問 に 対 す る 回 答 と 満 足 度 と が 分 類 項 目 別 に 算 出 さ れ そ れ ぞ れ の 記 録 軸 に 記 録 さ れ る 。 こ の
と き 指 標 化 回 答 記 録 軸 と 指 標 化 満 足 度 記 録 軸 と は 各 分 類 項 目 に つ い て 重 な っ た 軸 で あ る の
で 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 は 図 （ ｂ ） に 示 す よ う な 表 記 が な さ れ る 点 検 票 で あ る 。
こ の よ う に 、 回 答 と 満 足 度 の 指 標 が 同 じ 記 録 軸 上 に プ ロ ッ ト さ れ て い る の で 両 者 を 容 易 に
比 較 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 図 （ ｂ ） の 食 に つ い て の 記 録 軸 に 示 す よ う に そ の プ
ロ ッ ト の 位 置 が 近 い 場 合 、 評 価 結 果 は お お む ね 正 確 で あ る 、 と 判 断 す る こ と が で き る 。 一
方 、 図 （ ｂ ） の 息 に つ い て の 記 録 軸 に 示 す よ う に そ の プ ロ ッ ト の 位 置 が 離 れ て い る 場 合 、
自 身 の 健 康 に つ い て の 認 識 が 誤 っ て い る 可 能 性 が あ り 、 回 答 の 正 確 性 に 疑 問 が あ る 、 と 判
断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 　 （ 重 な っ た 軸 の 別 の 一 例 ）
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 は 、 上 述 す る よ う に 記 録 軸 が レ ー ダ ー チ ャ ー ト を 構 成 す る
こ と で 、 複 数 の 分 類 項 目 に 関 す る 回 答 と 満 足 度 と の 比 較 を 視 覚 的 に 容 易 に 行 う こ と が で き
る 、 と い う 効 果 を 奏 す る 。 し か し 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 は 、 も ち ろ ん レ ー ダ ー チ
ャ ー ト に よ る 表 記 に は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ８ に 示 す の は 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に 表 記 さ れ て い る 記 録 軸 の 別 の 一 例 を 説
明 す る た め の 図 で あ る 。 こ の 図 に あ る よ う に 、 例 え ば 横 軸 に 各 分 類 項 目 を と り 、 縦 軸 に そ
の 指 標 化 さ れ た 数 値 を と る グ ラ フ を 表 記 す る こ と で 、 回 答 と 満 足 度 と を 容 易 に 比 較 で き る
元 気 ・ 健 康 点 検 票 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 　 <発 明 の 効 果 の 簡 単 な 説 明 >
【 ０ ０ ６ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に よ っ て 、 回 答 者 は 、 自 身 の 健 康 状 態 に つ
い て の 自 己 点 検 結 果 の 妥 当 性 、 正 確 性 を 容 易 に 判 断 す る こ と が で き る 。 ま た 自 己 点 検 結 果
の 妥 当 性 、 正 確 性 が 分 か る と 言 う こ と は 、 逆 に い え ば 、 回 答 者 が 自 身 の 健 康 状 態 に つ い て
ど の 程 度 正 確 に 認 識 し て い る か 、 に つ い て も 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 の 健 康 状 態 を 評 価 す る た め の 分 類 項 目 に 関 連 し た 質
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問 に 対 し て 回 答 す る こ と に よ り 、 回 答 者 に 個 人 の 健 康 に 必 要 な 生 活 行 動 を 認 識 さ せ る こ と
で 、 回 答 者 自 身 に 健 康 な 生 活 を デ ザ イ ン さ せ る た め の 助 け と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 　 <そ の 他 >
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 　 （ 分 類 項 目 お よ び 質 問 の そ の 他 の 例 ）
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 分 類 項 目 と し て は 上 記 説 明 し た 食 生 活 、 呼 吸 の 他 に 、 例 え ば 、 マ ズ ロ ー の 欲 求 ５
段 階 説 に 基 づ い た 、 睡 眠 、 体 温 調 節 、 運 動 、 心 、 性 、 環 境 な ど の 分 類 項 目 を 挙 げ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 　 （ そ の 他 の 分 類 項 目 に 関 す る 質 問 例 ）
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 「 睡 眠 」 に 関 す る 質 問 例 と し て は 、 「 毎 朝 、 目 覚 め た 時 、 熟 睡 感 ・ 爽 快 感 が あ り ま す 」
、 「 昼 間 、 耐 え が た い 眠 気 を 感 じ る こ と は あ り ま せ ん 」 、 「 毎 日 ほ ぼ 決 ま っ た 時 刻 に 起 床
す る よ う に し て い ま す 」 、 「 夜 中 に 何 度 も 目 が 覚 め る こ と は あ り ま せ ん 」 、 「 昼 間 、 生 活
の 場 に 陽 の 光 を 入 れ て い ま す 」 、 「 室 温 や 騒 音 な ど 寝 室 の 環 境 は よ い と 思 い ま す 」 、 「 寝
る 前 は 、 照 明 を 落 と し 、 眠 く な っ て か ら 床 に 入 る よ う に し て い ま す 」 、 「 夕 方 居 眠 り す る
習 慣 は あ り ま せ ん 」 な ど の 質 問 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 上 記 睡 眠 に 関 す る 質 問 例 は 以 下 の よ う に し て 設 定 さ れ た 質 問 例 で あ る 。 す な わ ち
、 生 体 リ ズ ム や 睡 眠 改 善 、 睡 眠 環 境 学 な ど の 研 究 、 論 文 に 基 づ い て 、 「 生 体 リ ズ ム の 規 則
性 の 確 保 」 、 「 日 中 や 就 寝 前 の 良 好 な 覚 醒 状 態 の 確 保 」 、 「 就 寝 前 の リ ラ ッ ク ス と 睡 眠 へ
の 脳 と 身 体 の 準 備 」 、 「 良 好 な 睡 眠 環 境 の 整 備 」 を 快 適 睡 眠 、 ひ い て は 睡 眠 に よ る 健 康 維
持 、 増 進 の た め の ４ 条 件 と し て 設 定 す る 。 そ し て そ れ に 応 じ て 「 毎 日 ほ ぼ 決 ま っ た 時 間 に
睡 眠 す る 」 、 「 昼 間 、 生 活 の 場 に 日 の 光 を 入 れ ま す 」 、 「 室 温 や 騒 音 な ど 寝 室 の 環 境 は 良
い と 思 い ま す 」 と 言 う 具 合 に 、 睡 眠 に よ る 健 康 状 態 の 維 持 、 増 進 に 役 立 つ よ う な 質 問 例 を
出 題 す る 、 と い う 具 合 で あ る 。 こ う す れ ば 回 答 者 は こ の 質 問 に 回 答 す る こ と で 、 例 え ば 健
康 に 良 い 生 活 活 動 を 学 ぶ こ と も で き る よ う に な り 、 そ し て 、 そ の 学 ん だ 生 活 行 動 を 取 り 続
け れ ば 、 少 な く と も 生 活 習 慣 病 の 危 険 性 か ら は 遠 ざ か る と こ と が で き る 。 し た が っ て 回 答
者 は 自 身 の 「 健 康 状 態 」 に つ い て の 認 識 度 合 い を 知 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 も ち ろ ん 、 こ れ は 睡 眠 に 関 す る 質 問 の み な ら ず 、 以 下 に 例 示 す る 健 康 状 態 を 評 価 す る た
め の 分 類 項 目 ほ か 、 全 て の 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 に つ い て 同 様 の 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 「 体 温 調 節 」 に 関 す る 質 問 例 と し て は 、 「 暑 さ 寒 さ に 合 わ せ て 衣 服 の 調 節 を し て
い ま す 」 、 「 穏 や か な 陽 の 光 に 当 た る よ う に し て い ま す 」 、 「 こ ま め に 水 分 補 給 す る よ う
注 意 し て い ま す 」 、 「 気 温 や 湿 度 の 変 化 を 感 じ る こ と が で き ま す 」 、 「 入 浴 す る と 気 分 が
よ く な り ま す 」 、 「 熱 す ぎ な い 風 呂 に ゆ っ く り 入 る 習 慣 が あ り ま す 」 、 「 自 分 の い る 部 屋
に は 温 ・ 湿 度 計 を 置 い て 、 ま め に 見 る よ う に し て い ま す 」 な ど の 質 問 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 「 運 動 」 に 関 す る 質 問 例 と し て は 、 「 ス ポ ー ツ ・ 散 歩 な ど 体 を 使 う 趣 味 を 楽 し ん
で い ま す 」 、 「 運 動 す る 習 慣 が あ り ま す 」 、 「 毎 日 、 歩 い た り 走 っ た り し て い ま す 」 、 「
身 体 を 動 か し て 汗 を 流 す こ と に 快 感 を 覚 え ま す 」 、 「 車 を 使 わ ず 歩 い た り 、 意 識 し て 階 段
を 使 っ た り し て い ま す 」 、 「 日 常 生 活 の 動 作 は 余 裕 を も っ て 行 な う こ と が で き ま す 」 、 「
ス ト レ ッ チ （ 柔 軟 体 操 ） を よ く 行 い ま す 」 な ど の 質 問 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 「 心 」 に 関 す る 質 問 例 と し て は 、 「 日 常 の こ と が 気 分 良 く や れ て い ま す 」 、 「 物
覚 え は 大 丈 夫 で す 」 、 「 時 間 や 気 持 ち に ゆ と り が あ り ま す 」 、 「 あ ま り 思 い つ め た り 、 考
え 過 ぎ な い よ う に し て い ま す 」 、 「 夢 や や り が い の あ る 仕 事 ・ 趣 味 を 持 っ て い ま す 」 、 「
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毎 日 、 目 的 意 識 を 持 っ て 生 活 し て い ま す 」 、 「 読 書 や 文 化 、 芸 術 、 ス ポ ー ツ 等 に 関 心 が あ
り ま す 」 、 「 時 々 、 自 分 の 気 持 ち の 状 態 に つ い て チ ェ ッ ク し て い ま す 」 、 「 美 し い も の や
良 い こ と に 素 直 に 感 動 し ま す 」 な ど の 質 問 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 「 性 」 に 関 す る 質 問 例 と し て は 、 「 愛 す る こ と は 美 し い こ と だ と 思 い ま す 」 、 「
家 族 や と も だ ち 、 隣 人 等 か ら 愛 情 を 受 け て い ま す 」 、 「 気 に な る 異 性 に 会 う と 、 胸 が と き
め き ま す 」 、 「 異 性 の 友 達 が 欲 し い と 思 い ま す 」 、 「 家 族 や と も だ ち 、 隣 人 等 に 愛 情 を 注
い で い ま す 」 、 「 家 族 で 性 に つ い て 話 し 合 う こ と が あ り ま す 」 、 「 ス キ ン シ ッ プ の 愛 情 表
現 は 大 切 だ と 思 い ま す 」 、 「 美 し く 、 た く ま し く あ り た い と 思 い ま す 」 、 「 テ レ ビ で ラ ブ
シ ー ン や 恋 愛 の 場 面 が 気 に な り ま す 」 、 な ど の 質 問 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 「 環 境 」 に 関 す る 質 問 例 と し て は 、 「 近 所 に 治 安 の 面 で 不 安 な 場 所 は あ り ま せ ん
」 、 「 物 事 や 人 に 対 し て 感 謝 の 念 を 抱 い て い ま す 」 、 「 困 っ て い る 人 に や さ し く 対 応 し て
い ま す 」 、 「 通 勤 や 職 場 環 境 は 快 適 で す 」 、 「 社 会 の も ろ も ろ の 情 報 に 関 心 が あ り ま す 」
、 「 ご み の 分 別 は し っ か り 行 っ て い ま す 」 、 「 ま わ り の 人 々 に 迷 惑 を か け て い ま せ ん 」 、
「 い ろ い ろ 相 談 で き る 友 達 が い ま す 」 、 「 環 境 の こ と を い つ も 考 え て 行 動 し て い ま す 」 、
「 住 ま い の 内 外 の 掃 除 を 毎 日 し て い ま す 」 、 「 身 近 な 自 然 の "み ど り "に 触 れ る よ う に し て
い ま す 」 、 「 少 々 遠 く て も 歩 く か 自 転 車 に 乗 る よ う に し て い ま す 」 な ど の 質 問 が 挙 げ ら れ
る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ≪ 実 施 例 ２ ≫
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 　 <構 成 >
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 は 、 実 施 例 １ に 基 づ い て 、 分 類 項 目 に さ ら に 自 己 の 身 体 の
異 常 感 に 関 す る 項 目 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。 具 体 的 に は 、 実 施 例 １ に お け る 分 類 項
目 は 健 康 状 態 を 評 価 す る た め の も の で あ る 。 一 方 、 本 実 施 例 に て 追 加 さ れ る 項 目 は 、 「 自
己 の 身 体 の 異 常 感 」 す な わ ち 、 「 自 己 の 非 健 康 状 態 」 を 基 準 と し て 健 康 状 態 を 評 価 す る た
め の 項 目 で あ る 、 と 言 う こ と で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 　 （ 自 己 の 身 体 の 異 常 感 に 関 す る 項 目 の 一 例 ）
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ９ に 示 す の は 、 自 己 の 身 体 の 異 常 感 に 関 す る 項 目 で の 質 問 の 一 例 を 説 明 す る た め の 図
で あ る 。 こ の 図 に あ る よ う に 、 自 己 の 身 体 の 異 常 感 に 関 す る 項 目 で の 質 問 は 、 「 頭 痛 」 「
耳 鳴 り 」 「 め ま い 」 な ど の 非 健 康 状 態 の 前 兆 が あ る か 否 か 、 に つ い て の 質 問 で あ る 。 そ し
て こ の 項 目 の 回 答 に つ い て も 指 標 化 を 行 い 、 や は り 最 後 に 異 常 感 が な い こ と に つ い て の 満
足 度 を 、 例 え ば 安 心 度 と し て 回 答 者 に 記 入 さ せ 指 標 化 す る こ と で 、 実 施 例 １ 同 様 に 指 標 化
さ れ た 回 答 と 指 標 化 さ れ た 安 心 度 と を 比 較 す る こ と が で き る 。 そ し て そ れ に よ り 、 自 己 の
身 体 の 異 常 感 に つ い て 回 答 者 の 認 識 が 現 状 と 乖 離 し て い な い か を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 全 て の 分 類 項 目 に つ い て の 質 問 に 対 す る 回 答 を 指 標 化 し た も の の 平 均 値 と 、 上 記
自 己 の 身 体 の 異 常 感 に 関 す る 項 目 で の 質 問 の 回 答 を 指 標 化 し た も の と の 平 均 値 を 、 例 え ば
総 計 点 と し て 算 出 し て も 良 い 。 そ の 総 計 点 を 、 例 え ば 実 施 例 １ で 算 出 し た 指 標 化 さ れ た 満
足 度 と 比 較 す る こ と で 、 健 康 状 態 、 お よ び 非 健 康 状 態 双 方 に 関 す る 信 憑 性 の あ る 回 答 が 為
さ れ て い る か 、 を 判 断 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 　 <効 果 の 簡 単 な 説 明 >
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に よ っ て 、 回 答 者 の 健 康 状 態 の 把 握 状 況 の
判 断 に 加 え 、 身 体 の 異 常 感 に つ い て 信 憑 性 の あ る 回 答 が 得 ら れ て い る か 否 か 、 す な わ ち 回
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答 者 の 認 識 が 現 状 と 乖 離 し て い な い か を 判 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ≪ 実 施 例 ３ ≫
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 　 <概 要 >
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 と 同 様 の 作 用 を 計 算 機 上 で 実 現 す る 、 回 答 者
が 自 己 点 検 を 行 う た め の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 で あ る 。 具 体 的 に は 、 分 類 項 目 に 関 連 し た 質
問 に 対 す る 回 答 と 回 答 者 の 主 観 的 な 満 足 度 と を 取 得 す る 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ を 指 標 化 し 、
指 標 化 し た 両 者 の 類 似 相 関 関 係 を 表 示 し 、 ま た 判 断 す る 機 能 を 備 え た 計 算 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の 自 己 点 検 装 置 は 、 ス タ ン ド ア ロ ン 型 の 計 算 機 と し て 例 え ば 家 庭 や 病 院 な ど に 設 置 さ
れ 、 タ ッ チ パ ネ ル な ど で 必 要 な 情 報 を 入 力 さ れ る こ と で ユ ー ザ ー の 回 答 の 信 憑 性 の 度 合 い
か ら 自 己 点 検 の 的 確 性 を 判 断 し て も 良 い 。 あ る い は ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ る こ と で 多 く
の ユ ー ザ ー に 上 記 表 示 、 判 断 機 能 を 提 供 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 　 <構 成 >
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 １ ０ に 示 す の は 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に お け る
機 能 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 表 す 図 で あ る 。 こ の 図 に あ る よ う に 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装
置 （ １ ０ ０ ０ ） は 、 「 回 答 取 得 部 」 （ １ ０ ０ １ ） と 、 「 回 答 指 標 化 部 」 （ １ ０ ０ ２ ） と 、
「 満 足 度 取 得 部 」 （ １ ０ ０ ３ ） と 、 「 満 足 度 指 標 化 部 」 （ １ ０ ０ ４ ） と 、 「 類 似 相 関 関 係
表 示 部 」 （ １ ０ ０ ５ ） と 、 「 自 己 点 検 的 確 性 判 断 部 」 （ １ ０ ０ ６ ） と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 な お 、 以 下 に 記 載 す る 本 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク は 、 ハ ー ド ウ ェ ア 、 ソ フ ト ウ ェ ア 、 又 は ハ
ー ド ウ ェ ア 及 び ソ フ ト ウ ェ ア の 両 方 と し て 実 現 さ れ 得 る 。 具 体 的 に は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 利
用 す る も の で あ れ ば 、 Ｃ Ｐ Ｕ や メ モ リ 、 バ ス 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ や
Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ な ど の メ デ ィ ア 読 取 ド ラ イ ブ 、 各 種 通 信 や 印 刷 機 器 用 の 送 受 信 ポ ー ト 、 イ
ン タ ー フ ェ ー ス 、 そ の 他 の 周 辺 装 置 な ど の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 部 や 、 そ れ ら ハ ー ド ウ ェ ア を
制 御 す る た め の ド ラ イ バ プ ロ グ ラ ム や そ の 他 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム な ど が 挙 げ ら れ
る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 メ モ リ 上 に 展 開 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 順 次 実 行 す る こ と で 、 メ モ リ 上 の デ ー
タ や 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 介 し て 入 力 さ れ る デ ー タ の 加 工 、 蓄 積 、 出 力 な ど に よ り 各 部 の
機 能 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 は 装 置 ま た は シ ス テ ム と し て 実 現 で き る の み で な く 、 方 法 と し て も 実 現
可 能 で あ る 。 ま た 、 こ の よ う な 発 明 の 一 部 を ソ フ ト ウ ェ ア と し て 構 成 す る こ と が で き る こ
と も で き る 。 さ ら に 、 そ の よ う な ソ フ ト ウ ェ ア を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め に 用 い る
ソ フ ト ウ ェ ア 製 品 、 及 び 同 製 品 を 記 録 媒 体 に 固 定 し た 記 録 媒 体 も 、 当 然 に こ の 発 明 の 技 術
的 な 範 囲 に 含 ま れ る （ 本 明 細 書 の 全 体 を 通 じ て 同 様 で あ る ） 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 「 回 答 取 得 部 」 （ １ ０ ０ ０ ） は 、 健 康 状 態 を 評 価 す る た め の 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 に
対 す る 回 答 を 取 得 す る 機 能 を 有 す る 。 な お 、 「 健 康 状 態 を 評 価 す る 分 類 項 目 」 お よ び 「 質
問 に 対 す る 回 答 」 は 実 施 例 １ で 記 載 し た も の と 同 様 で あ る の で 、 そ の 説 明 、 例 示 は 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ １ に 示 す の は 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 が 回 答 を 取 得 す る た め 表 示 画 面 の 一
例 を 表 す 図 で あ る 。 こ の 図 に あ る よ う に 、 こ の 回 答 取 得 部 で の 回 答 の 取 得 は 、 例 え ば 画 面
上 に 質 問 と 択 一 式 の 回 答 を 表 示 し 、 タ ッ チ パ ネ ル 式 で 回 答 者 に 回 答 を 選 択 、 入 力 さ せ る こ
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と で 取 得 す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 も ち ろ ん タ ッ チ パ ネ ル に よ る 取 得 の 他 に キ ー ボ ー ド や マ ウ ス な ど そ の 他 の 入 力 デ バ イ ス
を 利 用 し て 回 答 者 に 選 択 、 入 力 さ せ て 取 得 し て も 良 い 。 あ る い は 択 一 式 で は な く 、 キ ー ワ
ー ド や フ リ ー ス タ イ ル で の 文 章 な ど を 入 力 デ バ イ ス で 回 答 者 に 入 力 さ せ る こ と に よ っ て 回
答 を 取 得 し て も 良 い 。 あ る い は マ ー ク シ ー ト 形 式 な ど で 回 答 者 に 回 答 さ せ 、 読 取 機 で 回 答
を 読 取 、 取 得 す る 方 法 も 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 前 述 の 通 り 、 回 答 者 の 利 用 す る 端 末 に 質 問 画 面 お よ び 回 答 入 力 画 面 を 表 示 し 、 端
末 に 入 力 さ れ た 回 答 を ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 取 得 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 「 回 答 指 標 化 部 」 （ １ ０ ０ ２ ） は 、 回 答 取 得 部 （ １ ０ ０ １ ） で 取 得 し た 回 答 を 指 標 化 す
る 機 能 を 有 す る 。 こ の 回 答 指 標 化 部 で の 回 答 の 指 標 化 は 、 例 え ば 回 答 と そ の 回 答 の 評 価 値
な ど を 関 連 付 け た テ ー ブ ル を 予 め 保 持 し て お き 、 回 答 取 得 部 で 取 得 し た 回 答 に 応 じ て 前 記
テ ー ブ ル に 保 持 さ れ て い る 評 価 値 を 指 標 と す る 、 な ど の 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 テ ー ブ
ル で 保 持 さ れ て い る 回 答 と 評 価 値 の 関 連 付 け の 例 示 な ど に 関 し て は 実 施 例 １ で 説 明 し た も
の と 同 様 で あ る の で そ の 説 明 は 省 略 す る 。 も ち ろ ん 、 指 標 化 は こ の よ う な テ ー ブ ル を 利 用
し た も の に 限 ら れ ず 、 最 初 か ら 回 答 が 数 値 で 取 得 さ れ そ の 数 値 が 指 標 と さ れ る な ど 様 々 な
方 法 で の 回 答 の 指 標 化 が あ っ て よ い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 こ の 回 答 指 標 化 部 で の 回 答 の 指 標 化 は 、 例 え ば 回 答 を 指 標 化 す る た め の プ ロ グ ラ ム が メ
モ リ 上 に 呼 び 出 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ が そ の メ モ リ 上 の プ ロ グ ラ ム と ハ ー ド デ ィ ス ク な ど の 記 憶 媒
体 に 蓄 積 さ れ て い る 上 記 テ ー ブ ル の デ ー タ を 演 算 処 理 す る こ と で 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 「 満 足 度 取 得 部 」 （ １ ０ ０ ３ ） は 、 前 記 分 類 項 目 に つ い て の 回 答 者 の 主 観 的 な 満 足 度 を
取 得 す る 機 能 を 有 す る 。 な お 、 「 満 足 度 」 は 実 施 例 １ で 記 載 し た も の と 同 様 で あ る の で 、
そ の 説 明 、 例 示 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま た 、 満 足 度 取 得 部 で の 満 足 度 の 取 得 は 、 基 本 的 に は 回 答 取 得 部 で の 回 答 の 取 得 と 同 様
の 方 法 で 取 得 さ れ る 。 も ち ろ ん 、 回 答 が タ ッ チ パ ネ ル で 入 力 、 取 得 さ れ る な ら ば 、 満 足 度
も タ ッ チ パ ネ ル で 取 得 さ れ る 、 と 言 う 具 合 に 両 者 と も 同 一 の 手 段 で あ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 な お 、 こ の 満 足 度 の 取 得 は 、 実 施 例 １ で 説 明 し た よ う な 「 食 生 活 の 現 状 に 満 足 し て い ま
す か 」 と い う 具 合 の 満 足 度 に つ い て の 質 問 が 例 え ば デ ィ ス プ レ イ な ど に 表 示 さ れ 、 そ れ に
対 す る 回 答 が 入 力 さ れ る こ と で 取 得 さ れ る 。 そ の 際 、 こ の 満 足 度 に つ い て の 質 問 が 表 示 さ
れ る 順 番 は 、 前 記 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 群 と の 順 番 関 係 に お い て さ ま ざ ま で あ っ て よ い
。 例 え ば 所 定 の 分 類 項 目 に 関 す る 質 問 群 を １ セ ッ ト と し た 場 合 、 そ の 分 類 項 目 に 関 す る 満
足 度 の 質 問 を そ の １ セ ッ ト の 最 後 に 行 っ て も 良 い 。 そ の 場 合 、 満 足 度 の 判 断 を 行 う 際 に 回
答 者 に 分 類 項 目 に 関 す る 前 記 質 問 群 の 内 容 を よ り 明 確 に 意 識 さ せ た 上 で 回 答 さ せ る こ と が
可 能 に な る 。 あ る い は 、 １ セ ッ ト 中 の ラ ン ダ ム な 順 番 で 為 さ れ て も よ い し 、 全 て の 分 類 項
目 に お け る 全 て の 質 問 が な さ れ た 後 で 、 ま と め て 満 足 度 に つ い て の 質 問 が 為 さ れ て も 良 い
。
【 ０ １ ０ １ 】
　 「 満 足 度 指 標 化 部 」 （ １ ０ ０ ４ ） は 、 満 足 度 取 得 部 （ １ ０ ０ ３ ） で 取 得 し た 満 足 度 を 指
標 化 す る 機 能 を 有 す る 。 こ の 満 足 度 指 標 化 部 で の 満 足 度 の 指 標 化 も 、 回 答 の 指 標 化 同 様 、
例 え ば 満 足 度 と そ の 評 価 値 か ら な る テ ー ブ ル を 利 用 す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 「 類 似 相 関 関 係 表 示 部 」 （ １ ０ ０ ５ ） は 、 回 答 指 標 化 部 （ １ ０ ０ ２ ） に て 指 標 化 さ れ た
回 答 と 、 満 足 度 指 標 化 部 （ １ ０ ０ ４ ） に て 指 標 化 さ れ た 満 足 度 と の 類 似 相 関 関 係 を 表 示 す
る 機 能 を 有 す る 。 「 類 似 相 関 関 係 」 と は 、 例 え ば ５ 点 満 点 中 の 回 答 の 指 標 と 、 ５ 点 満 点 中
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の 満 足 度 の 指 標 と 、 と い う 具 合 に 比 較 可 能 に 基 準 が 同 じ 指 標 と し た 場 合 に 、 そ の 双 方 の 指
標 の 数 値 が 近 似 の 値 を と る 関 係 が 挙 げ ら れ る 。 あ る い は 、 こ の よ う な 数 値 的 な 近 似 関 係 以
外 に 、 例 え ば 回 答 と 満 足 度 と を 示 す 数 値 以 外 の 指 標 と が 関 連 付 け ら れ た テ ー ブ ル が 保 持 さ
れ て お り 、 そ の テ ー ブ ル を 参 照 し 回 答 と 満 足 度 が 関 連 付 け ら れ て い る 場 合 の 関 係 な ど も 挙
げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 そ し て こ の 類 似 相 関 関 係 は 、 例 え ば デ ィ ス プ レ イ な ど の 表 示 装 置 に 実 施 例 1で 説 明 し た
元 気 ・ 健 康 点 検 票 の レ ー ダ ー チ ャ ー ト な ど を 表 示 す る こ と で 表 示 さ れ て も 良 い 。 あ る い は
、 そ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 が プ リ ン タ な ど の 印 刷 装 置 で 印 刷 さ れ る こ と で 表 示 さ れ て も 良 い
。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 あ る い は 、 レ ー ダ ー チ ャ ー ト な ど の ビ ジ ュ ア ル 化 さ れ た 表 示 方 法 の ほ か に 、 両 者 の 相 関
の 度 合 い を 示 す 指 数 な ど が 表 示 、 あ る い は 印 刷 な ど に よ り 示 さ れ て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 「 自 己 点 検 的 確 性 判 断 部 」 （ １ ０ ０ ６ ） は 、 前 記 類 似 相 関 関 係 が 所 定 の 類 似 範 囲 内 の 関
係 に あ る か に 基 づ い て 、 前 記 自 己 点 検 の 的 確 性 を 判 断 す る 機 能 を 有 す る 。 こ の 的 確 性 の 判
断 の 一 例 は 、 例 え ば 回 答 を 指 標 化 し た 数 値 で あ る 「 ４ ． ７ 点 （ ５ 点 満 点 中 ） 」 と 満 足 度 を
指 標 化 し た 数 値 で あ る 「 ４ ． ０ 点 （ ５ 点 満 点 中 ） 」 と の 差 分 値 を 類 似 相 関 関 係 と し 、 そ の
差 分 値 が プ ラ ス マ イ ナ ス １ ． ０ 以 内 で あ れ ば 両 者 は 類 似 で あ り 、 自 己 点 検 の 的 確 性 を 有 し
て い る と 判 断 す る 、 と い う 具 合 で あ る 。 も ち ろ ん 類 似 相 関 関 係 に 基 づ く 的 確 性 の 判 断 は 上
記 例 に は 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 回 答 を 指 標 化 し た 数 値 で 満 足 度 を 指 標 化 し た 数 値 を 除 し
た （ あ る い は 逆 に 除 し た ） 値 で 示 さ れ 、 そ の 値 の 範 囲 が ０ ． ８ 以 上 １ ． ２ 以 下 で あ れ ば 的
確 性 を 有 す る と 判 断 し て も 良 い 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ の 自 己 点 検 的 確 性 判 断 部 で の 的 確 性 の 判 断 は 、 回 答 指 標 化 部 同 様 、 例 え ば 的 確 性 判 断
の た め の プ ロ グ ラ ム が メ モ リ 上 に 呼 び 出 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ が そ の メ モ リ 上 の プ ロ グ ラ ム と ハ ー
ド デ ィ ス ク や メ モ リ 上 に 記 憶 さ れ て い る 類 似 相 関 関 係 を 示 す 情 報 に 基 づ い て 演 算 処 理 す る
こ と で 実 現 す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 そ し て 、 そ の 判 断 結 果 を 、 例 え ば 画 面 表 示 や プ リ ン ト ア ウ ト 、 あ る い は ネ ッ ト ワ ー ク を
介 し て 判 断 結 果 の デ ー タ を 端 末 に 送 信 す る な ど の 手 段 に よ り 回 答 者 に 知 ら せ る と 良 い 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 こ の よ う に し て 、 回 答 者 は 自 己 の 健 康 状 態 に つ い て の 自 己 点 検 に お い て 、 回 答 と 満 足 度
と の 類 似 相 関 関 係 を 知 る こ と が で き 、 ま た 自 己 点 検 の 的 確 性 を 知 る こ と も で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ま た 、 質 問 や 回 答 を ク イ ズ 形 式 に し た り タ ッ チ パ ネ ル 式 の 回 答 方 式 で ゲ ー ム 性 を 高 め た
り す る な ど す れ ば 、 同 一 の 回 答 者 か ら の 回 答 取 得 の 反 復 性 を 高 め る こ と も 期 待 で き る 。 こ
の よ う に 回 答 の 反 復 性 が 高 ま れ ば 、 同 一 の 回 答 者 に 関 す る 回 答 や 満 足 度 の デ ー タ を 蓄 積 す
る こ と が で き る 。 ま た 、 そ の よ う に 回 答 者 個 々 人 に つ い て 時 系 列 的 に 回 答 や 満 足 度 の デ ー
タ を 蓄 積 す る こ と で 、 回 答 者 個 々 人 の 未 来 に お け る 健 康 状 態 を 予 測 す る こ と も 期 待 で き る
。
【 ０ １ １ ０ 】
　 　 <処 理 の 流 れ >
【 ０ １ １ １ 】
　 図 １ ２ に 示 す の は 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に お け る 処 理 の 流 れ の 一 例 を 表 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 こ の 図 に あ る よ う に 、 ま ず 、 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 に 対 す る 回 答
を 取 得 し （ ス テ ッ プ １ ２ ０ １ ） 、 前 記 ス テ ッ プ １ ２ ０ １ に て 取 得 し た 回 答 を 指 標 化 す る （
ス テ ッ プ １ ２ ０ ２ ） 。 ま た 、 前 記 分 類 項 目 に つ い て の 回 答 者 の 主 観 的 な 満 足 度 を 取 得 し （
ス テ ッ プ １ ２ ０ ３ ） 、 前 記 ス テ ッ プ １ ２ ０ ３ に て 取 得 し た 満 足 度 を 指 標 化 す る （ ス テ ッ プ
１ ２ ０ ４ ） 。
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【 ０ １ １ ２ 】
　 つ づ い て 、 前 記 ス テ ッ プ １ ２ ０ ２ に て 指 標 化 さ れ た 回 答 と 、 前 記 ス テ ッ プ １ ２ ０ ４ に て
指 標 化 さ れ た 満 足 度 と の 類 似 相 関 関 係 を 表 示 す る （ ス テ ッ プ S１ ２ ０ ５ ） 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 最 後 に 、 前 記 類 似 相 関 関 係 が 所 定 の 類 似 範 囲 内 の 関 係 に あ る か に 基 づ い て 、 前 記 自 己 点
検 の 的 確 性 を 判 断 す る （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ６ ） 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 そ し て 、 そ の 判 断 結 果 を 例 え ば ス テ ッ プ １ ２ ０ ５ で 示 さ れ た 類 似 相 関 関 係 と 合 わ せ て デ
ィ ス プ レ イ な ど で 表 示 し た り プ リ ン タ で プ リ ン ト ア ウ ト し た り 、 あ る い は ネ ッ ト ワ ー ク を
介 し て 端 末 に 対 し て 送 信 し た り す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 　 <効 果 の 簡 単 な 説 明 >
【 ０ １ １ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に よ っ て 、 回 答 者 は 自 己 の 健 康 状 態 に つ
い て の 自 己 点 検 に お い て 、 回 答 と 満 足 度 と の 類 似 相 関 関 係 を 簡 単 に 知 る こ と が で き 、 ま た
自 己 点 検 の 的 確 性 を 知 る こ と も で き る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ≪ 実 施 例 ４ ≫
【 ０ １ １ ８ 】
　 　 <概 要 >
【 ０ １ １ ９ 】
　 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 は 、 実 施 例 ３ を 基 本 と し て 、 回 答 者 の 回 答 や 満 足 度 に 応
じ て 健 康 状 態 の 維 持 、 増 進 に 有 用 な ア ド バ イ ス な ど を 行 う 機 能 を さ ら に 備 え て い る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 図 １ ３ に 示 す の は 、 こ の ア ド バ イ ス の 一 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 こ の 図 に あ る よ
う に 、 例 え ば 食 生 活 に 関 す る 質 問 の 回 答 を 数 値 化 し 、 平 均 し た 値 が 所 定 値 よ り も 低 い 場 合
、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 は デ ィ ス プ レ イ な ど に 「 あ な た へ ： 食 生 活 に 関 す る 回 答
の 平 均 値 が 低 い よ う で す 。 食 に 関 す る 質 問 に 書 か れ て い る 内 容 を 意 識 し て 実 行 し 、 生 活 す
る こ と を 心 が け て く だ さ い 」 な ど の ア ド バ イ ス を 表 示 す る 、 と い う 具 合 で あ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 　 <構 成 >
【 ０ １ ２ ２ 】
　 図 １ ４ に 示 す の は 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に お け る 機 能 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 表 す
図 で あ る 。 こ の 図 に あ る よ う に 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 （ １ ４ ０ ０ ） は 、 実 施 例
３ を 基 本 と し て 、 「 回 答 取 得 部 」 （ １ ４ ０ １ ） と 、 「 回 答 指 標 化 部 」 （ １ ４ ０ ２ ） と 、 「
満 足 度 取 得 部 」 （ １ ４ ０ ３ ） と 、 「 満 足 度 指 標 化 部 」 （ １ ４ ０ ４ ） と 、 「 類 似 相 関 関 係 表
示 部 」 （ １ ４ ０ ５ ） と 、 「 自 己 点 検 的 確 性 判 断 部 」 （ １ ４ ０ ６ ） と 、 を 有 す る 。 な お 、 こ
の 「 回 答 取 得 部 」 と 「 回 答 指 標 化 部 」 と 「 満 足 度 取 得 部 」 と 「 満 足 度 指 標 化 部 」 と 「 類 似
相 関 関 係 表 示 部 」 と 「 自 己 点 検 的 確 性 判 断 部 」 の 作 用 や 例 示 な ど は 、 実 施 例 ３ で 記 載 済 み
で あ る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 そ し て 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 の 特 徴 点 は 、 「 生 活 行 動 改 善 情 報 保 持 部 」 （ １
４ ０ ７ ） と 、 「 生 活 行 動 改 善 情 報 取 得 部 」 （ １ ４ ０ ８ ） と を さ ら に 有 す る 点 で あ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 「 生 活 行 動 改 善 情 報 保 持 部 」 （ １ ４ ０ ７ ） は 、 前 記 質 問 に 対 し て 回 答 者 の 入 力 し た 回 答
、 又 は ／ お よ び 同 様 に 入 力 し た 満 足 度 と 、 前 記 分 類 項 目 に 関 す る 回 答 者 へ の 生 活 行 動 改 善
情 報 と を 関 連 付 け て 保 持 す る 機 能 を 有 し て い る 。 こ の 生 活 行 動 改 善 情 報 保 持 部 は 、 例 え ば
ハ ー ド デ ィ ス ク な ど の 磁 気 記 憶 装 置 や 不 揮 発 性 メ モ リ 、 あ る い は 光 学 記 録 メ デ ィ ア な ど の
記 憶 媒 体 で 実 施 す る こ と が で き る 。

10

20

30

40

50

(15) JP 2006-263114 A 2006.10.5



【 ０ １ ２ ５ 】
　 「 生 活 行 動 改 善 情 報 」 と は 、 健 康 の 維 持 、 増 進 に 寄 与 す る 可 能 性 が 高 い 生 活 行 動 を よ り
良 く す る た め の 情 報 を い い 、 例 え ば 「 食 生 活 に 関 し て も っ と 注 意 し ま し ょ う 」 な ど 分 類 項
目 ご と に 注 意 を 促 す よ う な 情 報 や 、 あ る い は 食 事 の 回 数 や 量 、 種 類 、 禁 煙 、 日 光 の 取 り 入
れ 、 こ ま め な 水 分 補 給 、 運 動 の 習 慣 化 、 な ど 様 々 な 生 活 行 動 を 改 善 す る こ と に つ い て の 情
報 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 述 の よ う に 、 前 記 質 問 が 健 康 の 維 持 や 増 進 に 寄 与 す る 生 活 行 動 に つ い て の も の
で あ る な ら ば 、 生 活 行 動 改 善 情 報 に は 「 質 問 に 書 か れ て い る こ と を 意 識 し て 実 行 し ま し ょ
う 」 な ど の 情 報 も 含 ま れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 図 １ ５ に 示 す の は 、 生 活 行 動 改 善 情 報 保 持 部 で の 生 活 行 動 改 善 情 報 の 保 持 の 様 子 の 一 例
を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 こ の 図 （ ａ ） に あ る よ う に 、 例 え ば 回 答 を 指 標 化 し た も の の
平 均 値 の 範 囲 を 示 す 「 ３ ． ０ 以 上 ４ ． ０ 以 下 」 に 関 連 付 け て 、 「 大 き な 問 題 は あ り ま せ ん
が 、 ○ ○ （ 分 類 項 目 ） に 意 識 し て よ り 一 層 、 あ な た の 健 康 に つ い て 向 上 を 図 っ て く だ さ い
」 、 同 様 に ３ ． ０ 未 満 （ 図 面 も 修 正 し て あ り ま す ） の 範 囲 に 関 連 付 け て 「 も っ と ○ ○ に つ
い て 注 意 し た ほ う が 良 い よ う で す 。 そ れ で も 気 に な る 場 合 は 病 院 な ど で 診 察 を 受 け た ほ う
が 良 い か も し れ ま せ ん 」 、 な ど と い う 具 合 に 生 活 行 動 改 善 情 報 保 持 部 に て 生 活 行 動 改 善 情
報 が 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 あ る い は 図 の （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 満 足 度 を 指 標 化 し た 数 値 ２ と 関 連 付 け て 「 ○ ○ に つ
い て あ ま り 満 足 し て い な い よ う で す 。 何 が 理 由 で 満 足 で き て い な い の か 、 質 問 を 参 考 に 考
え て く だ さ い 」 が 保 持 さ れ て い る 、 と 言 う 具 合 に 、 満 足 度 と 生 活 行 動 改 善 情 報 と が 関 連 付
け て 保 持 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 あ る い は 、 回 答 を 指 標 化 し た も の と 満 足 度 を 指 標 化 し た も の と の 比 較 結 果 と 関 連 付 け て
、 例 え ば 「 あ な た は 回 答 と 満 足 度 と が 乖 離 し て い ま す 。 回 答 に 信 憑 性 が あ る か 疑 問 が あ り
ま す 。 も う 一 度 自 分 の 健 康 状 態 に つ い て よ く 把 握 し 直 し て み て く だ さ い 。 」 と い う 具 合 の
生 活 行 動 改 善 情 報 が 保 持 さ れ て い て も 良 い 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 「 生 活 行 動 改 善 情 報 取 得 部 」 （ １ ４ ０ ８ ） は 、 前 記 取 得 し た 質 問 に 対 す る 回 答 、 又 は ／
お よ び 前 記 満 足 度 に 基 づ い て 、 生 活 行 動 改 善 情 報 保 持 部 （ １ ４ ０ ９ ） か ら 生 活 行 動 改 善 情
報 を 取 得 す る 機 能 を 有 す る 。 こ の 生 活 行 動 改 善 情 報 取 得 部 で は 、 例 え ば 取 得 し た 回 答 を 数
値 化 し 平 均 化 し た 数 値 を キ ー と し て 、 生 活 行 動 改 善 情 報 と し て 「 大 き な 問 題 は あ り ま せ ん
が 、 ○ ○ （ 分 類 項 目 ） に 意 識 し て よ り 一 層 、 あ な た の 健 康 に つ い て 向 上 を 図 っ て く だ さ い
」 を 取 得 す る 、 と い う 具 合 で あ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 そ し て 、 そ の 取 得 し た 生 活 行 動 改 善 情 報 を 、 例 え ば デ ィ ス プ レ イ な ど に 出 力 し た り プ リ
ン タ で プ リ ン ト ア ウ ト し た り す る こ と で 回 答 者 に 対 し て ア ド バ イ ス を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 な お 生 活 行 動 改 善 情 報 の 取 得 は 、 上 記 の よ う な 分 類 項 目 ご と の 回 答 の 平 均 値 に 基 づ い た
取 得 に は 限 定 さ れ な い 。 そ の 他 に 、 例 え ば 質 問 ご と に 個 別 に 生 活 行 動 改 善 情 報 の 取 得 が 行
わ れ て も 良 い 。 そ の 場 合 、 生 活 行 動 改 善 情 報 保 持 部 で は 、 質 問 と 個 別 に 関 連 付 け て 生 活 行
動 改 善 情 報 が 保 持 さ れ て お り 、 例 え ば 、 図 ３ に 示 す 質 問 １ の 回 答 が 「 全 く 違 う （ １ ） 」 や
「 ど ち ら か と 言 え ば 違 う （ ２ ） 」 と い う 場 合 、 「 も っ と 楽 し ん で 食 事 を す る よ う に し て く
だ さ い 」 と い う 生 活 行 動 改 善 情 報 が 取 得 さ れ る 、 と い う 具 合 で あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 あ る い は 、 生 活 行 動 改 善 情 報 保 持 部 で は 、 回 答 と 満 足 度 を 指 標 化 し た も の の 比 較 結 果 と
生 活 行 動 改 善 情 報 と が 関 連 付 け て 保 持 さ れ て い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 例 え ば 両 者 が 乖 離 し
て い る 比 較 結 果 で は 、 「 回 答 に 信 憑 性 が な い よ う で す 。 も う 一 度 自 分 の 身 体 を よ く 見 直 し
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て み て く だ さ い 」 な ど の 生 活 行 動 改 善 情 報 が 取 得 さ れ て も 良 い 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 ま た 質 問 や 満 足 度 の み な ら ず 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 は 、 自 己 の 身 体 に 異 常 感
に 関 す る 質 問 に 対 す る 回 答 を 、 例 え ば 満 足 度 と 同 様 の 形 式 に て 安 心 度 と し て 取 得 す る 安 心
度 取 得 部 を 備 え て い て も 良 い 。 ま た 、 さ ら に 、 そ の 安 心 度 取 得 部 で 取 得 し た 安 心 度 を 指 標
化 す る 安 心 度 指 標 化 部 を さ ら に 備 え て い て も 良 い 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 前 記 の 満 足 度 を 指 標 化 し た も の が 健 康 状 態 に つ い て の 自 己 評 価 を 与 え る も の で あ る の に
対 し 、 こ の よ う に 安 心 度 を 取 得 し 、 そ の 安 心 度 を 指 標 化 す る こ と は 非 健 康 状 態 に つ い て の
自 己 評 価 を 提 供 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 　 <処 理 の 流 れ >
【 ０ １ ３ ７ 】
　 図 １ ６ に 示 す の は 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に お け る 処 理 の 流 れ の 一 例 を 表 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 こ の 図 に あ る よ う に 、 ま ず 、 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 に 対 す る 回 答
を 取 得 し （ ス テ ッ プ １ ６ ０ １ ） 、 前 記 ス テ ッ プ １ ６ ０ １ に て 取 得 し た 回 答 を 指 標 化 す る （
ス テ ッ プ １ ６ ０ ２ ） 。 ま た 、 前 記 分 類 項 目 に つ い て の 回 答 者 の 主 観 的 な 満 足 度 を 取 得 し （
ス テ ッ プ １ ６ ０ ３ ） 、 前 記 ス テ ッ プ １ ６ ０ ３ に て 取 得 し た 満 足 度 を 指 標 化 す る （ ス テ ッ プ
１ ２ ０ ４ ） 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 次 に 、 前 記 ス テ ッ プ １ ６ ０ ２ に て 指 標 化 さ れ た 回 答 と 、 前 記 ス テ ッ プ １ ６ ０ ４ に て 指 標
化 さ れ た 満 足 度 と の 類 似 相 関 関 係 を 表 示 す る （ ス テ ッ プ S１ ６ ０ ５ ） 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 ま た 、 前 記 ス テ ッ プ に て 取 得 し た 質 問 に 対 す る 回 答 ま た は ／ 及 び 満 足 度 に 基 づ い て 、 予
め 前 記 質 問 に 対 す る 回 答 、 ま た は ／ 及 び 満 足 度 と 関 連 付 け て 保 持 さ れ て い る 生 活 行 動 改 善
情 報 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ ６ ） 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 そ し て 、 こ の 取 得 し た 生 活 行 動 改 善 情 報 を 、 前 記 判 断 結 果 同 様 に 、 デ ィ ス プ レ イ な ど で
表 示 し た り プ リ ン タ で プ リ ン ト ア ウ ト し た り 、 あ る い は ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 端 末 に 対 し
て 送 信 し た り す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 　 <効 果 の 簡 単 な 説 明 >
【 ０ １ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に よ っ て 、 回 答 者 は 自 己 の 回 答 や 満 足 度
、 あ る い は 回 答 と 満 足 度 と の 乖 離 な ど に 応 じ て 様 々 な 生 活 行 動 改 善 情 報 を 知 る こ と が で き
る 。 し た が っ て 、 回 答 者 は よ り 一 層 、 健 康 状 態 の 維 持 、 増 進 を 図 る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 　 <そ の 他 >
【 ０ １ ４ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 、 ま た は 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 で の 出 力 画 面 な ど に 回
答 者 の 回 答 一 覧 を 記 載 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の よ う に 回 答 者 の 回 答 一 覧 を 記 載 す る こ
と で 、 例 え ば 質 問 が 健 康 状 態 の 維 持 、 増 進 に 寄 与 す る 生 活 行 動 な ど を 含 む 質 問 で あ る 場 合
、 質 問 集 を 参 照 す る こ と で ど の よ う な 生 活 行 動 が 自 分 に 足 り な い の か 、 を 回 答 者 が 知 る こ
と が で き る よ う に な る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 、 ま た は 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に よ っ て 時 系 列 的 に 回
答 者 個 々 人 別 に そ の 回 答 や 満 足 度 を 収 集 、 蓄 積 し て も 良 い 。 そ の よ う に す る こ と で 、 回 答
者 個 々 人 の 健 康 に 対 す る 考 え や 取 り 組 み の 変 遷 を 時 系 列 的 に 把 握 す る こ と が 可 能 に な る 。
ま た 、 そ れ に よ っ て 回 答 者 が 行 っ て い る 健 康 状 態 の 維 持 、 増 進 に 関 す る 生 活 行 動 が 健 康 に
及 ぼ す 効 果 を 定 性 的 に 把 握 し 、 ま た そ の 生 活 行 動 に よ る 健 康 へ の 効 果 の 程 度 を 判 断 す る こ
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と も で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 の 一 例 を 表 す 図
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に お け る 構 成 の 一 例 に つ い て 説 明 す る た め の 図
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に お け る 健 康 状 態 を 評 価 す る た め 分 類 項 目 に 関 連 す
る 質 問 例 を 説 明 す る た め の 図
【 図 ４ 】 実 施 例 １ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に お け る 回 答 の 指 標 化 の 一 例 に つ い て 説 明 す る た め
の 図
【 図 ５ 】 実 施 例 １ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に お い て 、 指 標 化 さ れ た 回 答 が 指 標 化 回 答 記 録 軸 に
記 録 さ れ た 様 子 の 一 例 を 表 す 図
【 図 ６ 】 実 施 例 １ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に お け る 満 足 度 の 指 標 化 お よ び 記 録 軸 へ の 記 録 の 一
例 に つ い て 説 明 す る た め の 図
【 図 ７ 】 実 施 例 １ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に お い て 、 指 標 化 回 答 記 録 軸 と 指 標 化 満 足 度 記 録 軸
と が 前 記 各 分 類 項 目 に つ い て 重 な っ た 軸 で あ る こ と の 一 例 を 説 明 す る た め の 図
【 図 ８ 】 実 施 例 １ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に 表 記 さ れ て い る 記 録 軸 の 別 の 一 例 を 説 明 す る た め
の 図
【 図 ９ 】 実 施 例 ２ の 元 気 ・ 健 康 点 検 票 に お け る 自 己 の 身 体 の 異 常 感 に 関 す る 項 目 で の 質 問
の 一 例 を 説 明 す る た め の 図
【 図 １ ０ 】 実 施 例 ３ の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に お け る 機 能 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 表 す 図
【 図 １ １ 】 実 施 例 ３ の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 が 回 答 を 取 得 す る た め 表 示 画 面 の 一 例 を 表 す 図
【 図 １ ２ 】 実 施 例 ３ の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に お け る 処 理 の 流 れ の 一 例 を 表 す フ ロ ー チ ャ ー
ト
【 図 １ ３ 】 実 施 例 ４ の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に お け る ア ド バ イ ス の 一 例 を 説 明 す る た め の 図
【 図 １ ４ 】 実 施 例 ４ の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に お け る 機 能 ブ ロ ッ ク の 一 例 を 表 す 図
【 図 １ ５ 】 実 施 例 ４ の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 の 生 活 行 動 改 善 情 報 保 持 部 で の 生 活 行 動 改 善 情
報 の 保 持 の 様 子 の 一 例 を 説 明 す る た め の 図
【 図 １ ６ 】 実 施 例 ４ の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 に お け る 処 理 の 流 れ の 一 例 を 表 す フ ロ ー チ ャ ー
ト
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ ７ 】
　 ０ １ ０ １ 　 回 答 を 指 標 化 し た も の
　 ０ １ ０ ２ 　 満 足 度 を 指 標 化 し た も の
　 ０ ２ ０ １ 　 指 標 化 回 答 記 録 軸
　 ０ ２ ０ ２ 　 指 標 化 満 足 度 記 録 軸
　 １ ０ ０ ０ 　 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置
　 １ ０ ０ １ 　 回 答 取 得 部
　 １ ０ ０ ２ 　 回 答 指 標 化 部
　 １ ０ ０ ３ 　 満 足 度 取 得 部
　 １ ０ ０ ４ 　 満 足 度 指 標 化 部
　 １ ０ ０ ５ 　 類 似 相 関 関 係 表 示 部
　 １ ０ ０ ６ 　 自 己 点 検 的 確 性 判 断 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

(22) JP 2006-263114 A 2006.10.5



【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 3月 29日 (2005.3.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ５ 】
回 答 者 が 自 己 の 健 康 状 態 に つ い て 自 己 点 検 を 行 う た め の 自 己 点 検 装 置 で あ っ て 、
　 健 康 状 態 を 評 価 す る た め の 分 類 項 目 に 関 連 し た 質 問 に 対 す る 回 答 を 取 得 す る 回 答 取 得 部
と 、
　 前 記 回 答 取 得 部 で 取 得 し た 回 答 を 指 標 化 す る 回 答 指 標 化 部 と 、
　 前 記 分 類 項 目 に つ い て の 回 答 者 の 主 観 的 な 満 足 度 を 取 得 す る 満 足 度 取 得 部 と 、
　 前 記 満 足 度 取 得 部 で 取 得 し た 満 足 度 を 指 標 化 す る 満 足 度 指 標 化 部 と 、
　 前 記 回 答 指 標 化 部 に て 指 標 化 さ れ た 回 答 と 、 前 記 満 足 度 指 標 化 部 に て 指 標 化 さ れ た 満 足
度 と の 類 似 相 関 関 係 を 表 示 す る 類 似 相 関 関 係 表 示 部 と 、
　 前 記 類 似 相 関 関 係 が 所 定 の 類 似 範 囲 内 の 関 係 に あ る か に 基 づ い て 、 前 記 自 己 点 検 の 的 確
性 を 判 断 す る 自 己 点 検 的 確 性 判 断 部 と 、
　 を 備 え る 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ７ 】
　 自 己 の 身 体 の 異 常 感 に 関 す る 質 問 に 対 す る 回 答 で あ る 安 心 度 を 取 得 す る 安 心 度 取 得 部 と
、
　 前 記 安 心 度 取 得 部 で 取 得 し た 安 心 度 を 指 標 化 す る 安 心 度 指 標 化 部 と 、
　 を さ ら に 備 え る 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 元 気 ・ 健 康 点 検 装 置 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ ０ 】
　 自 己 の 身 体 の 異 常 感 に 関 す る 質 問 に 対 す る 回 答 で あ る 安 心 度 を 取 得 す る 安 心 度 取 得 ス テ
ッ プ と 、
　 前 記 安 心 度 取 得 ス テ ッ プ に て 取 得 し た 安 心 度 を 指 標 化 す る 安 心 度 指 標 化 ス テ ッ プ と 、
　 を さ ら に 備 え る 請 求 項 ８ ま た は ９ に 記 載 の 元 気 ・ 健 康 点 検 方 法 。
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摘要(译)

[问题] 在通过SF-36等进行的健康状况自检方法中，由于对实际健康状况的错误识别而导致的与当前状况不同的响应所引起的测量
和评价结果的偏差，没有判断材料。 问题是很难判断。 [解决方案] 为了解决上述问题，本发明在叠加轴上记录关于预定健康分类
作为指标以及健康分类的满足程度作为指标的问题的答案。 ·提供健康检查表。 这是因为指示索引响应和满意度的点本来应该在上
述重叠轴上重叠，因此，如果两个点都重叠，则答案是与当前情况相匹配的答案，因此进行测量 ，因为可以将评估结果判断为有效
和准确。 另外，还提供了用于实现相同效果的健康/健康检查设备和方法。 [选型图]图1
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